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明

治

の

ガ

ス

事

業
五

福

岡

市

を

中

心

と

し

て

入

江

寿

紀

目

次

は
じ
め
に

欧
米
初
期
の
ガ
ス
事
業

日
本
に
お
け
る
ガ
ス
事
業
の
創
設

(以
下
第
九
号

)

東
京
ガ
ス
の
発
展
と
横
浜
の
そ
の
後

英
米
の
ガ
ス
事
業
発
展

福
岡
県
に
お
け
る
初
期
の
ガ
ス
事
業
計
画

(以
上
第

一
〇
号
)

博
多
瓦
斯
株
式
会
社
設
立

博
多
瓦
斯
の
点
火
と
開
業
当
初
の
成
績

博
多
瓦
斯
の
事
業
拡
張

福
岡
県
下
の
ガ
ス
会
社
続
出

明
治
末
に
お
け
る
九
州
の
ガ
ス
事
業
続
出

九
州
に
お
け
る
ガ
ス
事
業
の
特
質
と
経
済
情
勢
と
の
関
係

(以
上
第

一

明
治
末
の
日
本
に
お
け
る
ガ
ス
事
業
の
特
質

わ
が
国
ガ
ス
事
業
の
系
統

地
方
ガ
ス
事
業
の
欠
陥

(以
上

一
二
号
)

ガ
ス
市
営
と
報
償
金

(以
下
本
号
)

ガ
ス
器
具
に
つ
い
て

ガ
ス
エ
ン
ジ
ン

一
号

)

十
六
、
ガ
ス
市
営
と
報
償
金

市
営
お
よ
び
報
償
金
問
題
は
、
何
も
ガ
ス
だ
け
に
限

っ
た
訳
で
は
な
く
、
電
車
.

電
灯

・
ガ
ス
の
三
事
業
に
共
通
し
た
問
題
だ

っ
た
。
地
方
自
治
体
が
こ
れ
ら
事
業
の

公
営
を
意
図
し
た
の
は
、
公
営
に
よ

っ
て
便
宜
を
図
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
く
、
有

利
な
独
占
事
業
を
公
営
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
治
体
の
財
政
に
寄
与
さ
せ
よ
う

と
思

っ
た
所
が
多

い
よ
う
だ
。
し
か
し
、
工

・
鉱
業
や
商
業
な
ど
を
公
営

に
移
す
訳

に
も

い
か
な
い
の
で
、
勢

い
そ
の
矛
先
は
、
公
益
事
業
で
あ
る
電
車
や
電
気

.
ガ
ス

事
業

へ
と
向
け
ら
れ
た
。
こ
の
事
は
、
次
に
示
す
二
つ
の

〔福
岡
日
日
新
聞
〕
記
事

に
よ

っ
て
明
か
だ
。

▲
博
多
商
業
会
議
所
市
営
意
見
書

〔明
治
四
五
、
四
、
二
三
〕

博
多
商
業
会
議
所

・
電
車
電
灯

・
瓦
斯
事
業
市
営
案
起
草
委
員
会
は
、
昨
日
午

後

一
時
よ
り
開
催
、
概
要
左
の
如
き
意
見
書
を
市
長
宛
提
出
す
る
こ
と
に
決
し
た

り
。

(前
略
)
電
車

・
電
灯

・
瓦
斯
等
の
如
き
特
殊
の
経
済
的
公
益
事
業
を
民
営
に

委
し
た
る
は
、
当
時
地
方
自
治
体
の
状
態
が
市
営
を
許

さ
ざ
る
も
の
あ
り
て
な
す

と
購
も
、
露
等
の
事
業
は
前
に
縫
述

(市
政
を
改
良
し
都
市
の
整
備
を
期
し
、
市

民
の
福
利
を
増
進
す
る
た
め
)
せ
る
が
姫
く
、
都
市
郎
か
ら
奮

経
営
す
べ
き
も

の
に
し
て
、
永
く
之
を
民
業
に
委
す

べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
。

面
か
も
都
市
は
さ

に
僻
り
て
相
当

の
報
償
を
求
め
料
金
を
制
限
し
特
許
年
限
を
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附
す
る
等
幾
多
有
利
の
条
件
を
命
じ
得
る
も
の
な
る
に
拘
ら
ず
、
福
岡
市
が
此
等

事
業
会
社

に
対
す
る
何
等
確
た
る
有
利
的
特
約
な
か
り
し
の
み
な
ら
ず
、
却
て
保

護
の
厚
き
に
失
す
る
も
の
あ
り
し
は
、
A
7日
の
実
勢
に
照
ら
し
現
在
に
於
け
る
電

車

・
電
灯

・
瓦
斯
等
の
独
占
事
業
を
全
然
市
営
事
業
に
移
し
、
市
勢
発
展
の
急
に

応
ず
る
の
用
意
な
か
る
べ
か
ら
ず
。
(中
略
)
願
は
く
ば
市
は
、
今

の
時
に
当
り

速
に
都
市
経
営
の
方
針
を

確
立
し
、
如

上
紫
説

(そ
の
次
第
を
述
べ
説
く
こ
と
)

せ
る
既
設
会
社
の
事
業
を
挙
げ

て
漸
次
市

経
営
に
移
し
、

一
面
市
財
政
発
展
に
資

益
し
市
民
の
福
利
を
増
進

せ
し
め
ら
れ

ん
こ
と
を
。
(以
下
略

)

▲
自
治
体
と
企
業

〔明
治
四
五
、
四
、
二
四
〕

近
年
中
央
と
地
方
と
を
問
は
ず
、
自
治
団
体

に
於
て
営
利
事
業
を
営
め
る
も
の

続
出
し
、
内
務
省
は
之
を
市
及
び
町
村

の
特
種
事
業
と
称
し
て
奨
励
し
居
れ
る
が
、

中
に
は
自
治
体
の
財
源
を
得
ん
が
た
め
、
強

い
て
民
間
の
事
業
を
奪
取
す
る
向
少

か
ら
ず
。
之
が
た
め
市
又
は
町
村
会
に
於

て
意
外
な
る
紛
争
を
惹
起

(
ひ
き
起

こ

す
)
し
、
甚
し
き
に
至
り
て
は
町
村
吏
員

に
し
て
涜
職

(汚
職
)
の
罪
に
問
は
る

る
例
あ
れ
ば
、
内
務
省
は
地
方
長
官
に
諭

告
し
、
是
等
事
業
計
画

に
対
し
十
分
な

る
監
督
を
な
し
、

一
方
健
実
な
る
事
業

の
経
営
を
な
さ
し
む
べ
し
と
云
ふ
。

以
上
の
よ
う
な
訳
だ
か
ら
、
い
ろ

い
ろ
な
事
情

(起
業
ま
た
は
買
収
の
財
原
不
足
が

多

い
よ
う
だ
。
)で
公
営
が
不
可
能
と
な

っ
た
時
、
地
方
自
治
体
と
公
益
事
業
と
の
間

に
報
償
金
問
題
が
起
こ

っ
た
。
し
か
し
こ
の
問
題
は
、
自
治
体
の
頭
脳
の
相
違

.
公

共
的
事
業
に
対
す
る
見
解
の
相
違

・
自
治
体
の
貧
富
に
よ

っ
て
種

々
の
変
化
を
生
ん

だ
。今

市
と
ガ
ス
会
社
と
の
間
に
締
結
さ
れ
た
契
約

(抄
出
)
を
、
〔工
業
之
大
日
本
〕

明
治
四
三
、

一
二
、

一
号
か
ら
転
用
し
て
紹
介
し
よ
う
。

▲
大
阪
市
対
大
阪
瓦
斯
株
式
会
社

一
、
公
共
用
に
供
す
る
瓦
斯
代
は
、
並
日通
料
金
よ
り
二
割
引
と
す
。

一
、
開
業
の
日
よ
り
満
五
十
年
後
、
市
の
希
望

に
よ
り
買
収

に
応
ず

べ
き
こ
と
。
但

し
価
格
は
、
大
阪
株
式
取
引
所
最
近
三

ヶ
年
の
平
均
相
場
に
依
る
。
若
し
平
均
相

場
が
最
近
三
年
間
の
配
当
平
均
額
二
十
倍
以
上
な
る
時
は
、
平
均
二
十
倍
を
以
て

買
収
価
格
と
定
む

べ
し
。
開
業
の
日
よ
り
五
年
の
後
瓦
斯
価
格
を
引
上
げ
ん
と
す

る
場
合
は
、
其
都
度
市
と
協
議
す
る
こ
と
。
協
議
不
調
の
時
は
、
委
員
五
名
を
撰

定
し
其
査
定

に
従
ふ
べ
き
こ
と
。

一
、
純
益
金
百
分
の
五
に
相
当
す
る
金
額
を
、
市
に
納
付
す
る
こ
と
。

一
、
前
項

の
外

一
割
二
分
以
上
株
主

に
配
当
し
得
る
場
合
は
、
尚
其
過
剰
金
の
四
分

の

一
に
相
当
す
る
金
額
を
納
付
す
る
こ
と
。

一
、
会
社

の
資
本
増
加

・
社
債
募
集
及
会
社
の
合
併
の
場
合
に
は
、
会
社
よ
り
市
に

協
議
す
る
こ
と
。

一
、
市
は

一
般
の
市
税
を
除
く
の
外
、
道
路
使
用
料
及
其
他
に
属
す
る
特
別
税
を
会

社
に
課
せ
ざ
る
こ
と
。

一
、
市
は
道
路

・
橋
梁
及
河
岸
等
の
使
用
其
他
に
関
し
、
充
分
な
る
便
宜
を
会
社
に

与
ふ
る
こ
と
。

一
、
市
は
自
ら
瓦
斯
事
業
を
営
む
か
又
は
他
の
瓦
斯
会
社
の
設
立
を
承
認
せ
ざ
る
こ

と
。

▲
熊
本
市
対
熊
本
瓦
斯
株
式
会
社

一
、
純
益
金
の
百
分
の
三
に
相
当
す
る
金
額
を
市
に
納
付
せ
し
む
る
こ
と
。

但
し
純
益
金

の
中
よ
り
法
定
準
備
金
は
百
分
の
五

・
賞
与
金
は
百
分
の
十
を
限
度

と
し
、
之
れ
を
控
除
し
た
る
残
額
が
資
本
金
に
対
し
百
分
の
五
に
達
し
た
る
時
と

し
、
若
し
百
分
の
五
に
達

せ
ざ
る
時
は
此
限
り
に
非
ら
ず
。
前
項
の
純
益
金
は
、

各
事
業
年
度
に
於
け
る
純
益
金
よ
り
純
損
金
を
引
去
り
た
る
も
の
と
す
。

但
し
、
純
損
金
中
に
は
、
各
種
の
積
立
金
及
賞
与
金
其
他
之
れ
に
類
す
る
支
出
を

包
含
せ
ざ
る
も
の
と
す
。

一
、
会
社
の
純
益
金
中
前
条
の
納
付
金
を
控
除
し
た
る
残
額
よ
り
、
払
込
資
本
金
に

年

一
割
二
分
に
相
当
す
る
金
額
井
に
法
定
準
備
金
最
低
額
を
差
引
き
過
剰
金
あ
る

時
は
、
其
過
剰
金

の
五
分
の

一
に
相
当
す
る
金
額
を
市
に
納
付
す
る
こ
と
。
但
し

法
定
準
備
金
の
差
引
は
、
会
社
が
資
本
金
四
分
の

一
に
相
当
す
る
準
備
金
を
有
す
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る
に
至
り
た
る
時
之
れ
を
止
む
る
も
の
と
す
。

一
、
納
付
金
は
市
内
外
に
供
給
す
る
瓦
斯

の
数
量
に
応
じ
純
益
金
を
区
分
し
、
市

に

属
す
る
金
額

に
対
し
百
分

の
三
を
割
り
当

つ
る
も
の
と
す
。

一
、
市
の
公
共
用
に
供
す
る
為
め
六
百
燭
ま
で
は
無
料

に
て
供
給
し
、
其
他
道
路

.

橋
梁

・
公
園

・
其
他
公
共
用
の
点
灯
は
、
市
に
対
し
普
通
料
金
よ
り
二
割
を
減
ず

る
こ
と
。

一
、
会
社
開
業
の
日
よ
り
満
十
五

ヶ
年
の
後
に
至
り
、
市
の
希
望
に
依
り
買
収

に
応

ず
る
こ
と
。

前
項
の
価
格
は
、
前
三
ヶ
年
の
株
式
平
均
相
場
に
依
る
。
其
平
均
相
場
が
右
三
ヶ

年
間
の
利
益
配
当
平
均
年
額
二
十
倍
以
上
な
る
時
は
、
其
二
十
倍
を
以
て
買
収
価

格
と
定
む
。

な
お
、
佐
世
保
瓦
斯
株
式
会
社
と
市
と
の
間
に
も
、

・
二
十
年
後
は
市
に
お

い
て

買
収
す
る
事
あ
る
べ
し

・
そ
の
価
格
は
三
年
間
の
平
均
配
当
の
十
七
倍
以
下
と
す

.

・
も
し
二
十
年
内
と
い
え
ど
も
、
他
社
と
合
同
の
場
合
は
、
右
同
様
の
条
件
に
て
買

収
す
、
等
の
条
文
か
ら
な
る
契
約
が
交

さ
れ

て
お
り
、
佐
賀
瓦
斯
株
式
会

社

.
下

関
瓦
斯
株
式
会
社

〔下
関
市
史
〕
も
報
酬

契
約
を
結
ん
で
い
る
。

付
け
加
え
て
お
く
と
、
東
京
瓦
斯
株
式
会
社
の
よ
う
に
、
「明
治
初
年

の
創
立
に

係
る
を
以
て
、
東
京
市
は
既
得
の
営
業
に
関
し
て
新
に
条
件
を
附
す
る
に
由
な
く
、

唯
市
費
を
以
て
営
造
す
る
道
路
面
を
掘
削
す
る
点
よ
り
し
て
、
市
会
は
去
三
十
二
年

度
よ
り
瓦
斯
管
延
長
に
対
し
特
別
税
を
賦

課
す
る
に
決
し
、
内
務

・
大
蔵
両
大
臣
の

許

可
を
得
て
年

々
五
千
円
内
外

の
徴
税

を
な
し
、
又
工
事

の
場
合

は
、
先
づ
市
参

事
会
の
認
可
を
乞
ひ
、
更

に
警
視
庁
を
経

て
着
工
す
べ
き
義
務
あ
る
に
過
ぎ
ず
。」

〔明
治
三
五
、
九
、

一
五
万
朝
報
〕
と
い
う
よ
う
な
所
も
あ

っ
た
。

十

七

、

ガ

ス
器

具

に

つ

い
て

ガ
ス
は
、
日
本
ば
か
り
で
な
く
欧
米
で
も
、
最
初
の
間
は
灯
用
だ
け
し
か
使
用
さ

れ
な
か

っ
た
。
そ
れ
も
、
ガ
ス
管

の
端
で
蝋
燭
の
よ
う
に
燃
や
す
だ
け
と

い
う
、
至

極
幼
稚
な
も
の
だ

っ
た
。

し
か
し
、
明
治
十
年

(
一
八
八
五
)
ド
イ

ツ
の
R

・
ブ
ン
ゼ

ン
に
よ

っ
て
ブ

ン

ゼ
ン
バ

ー
ナ
ー
が
、
ま
た
明
治

二
十
八
年

二

八
九
五
)
C

・
A

・
ヴ

ェ
ル
ス
バ

ハ
に
よ

っ
て
白
熱
ガ
ス

・
マ
ン
ト
ル
が
発
明

〔平
凡
社
世
界
大
百
科
事
典
〕
さ
れ
て

か
ら
事
情
は

一
変
し
た
。

バ
ー
ナ
ー
は
火
口
、

マ
ン
ト
ル
は
、
バ
ー
ナ
ー
に
点
火
さ
れ
た
ガ
ス
の
火
炎
を
受

け
て
強

い
光
を
出
す
も
の
の
こ
と
で
、
ガ
ス
は
こ
の
両
者

の
発
明
に
よ

っ
て
使
用
量

を
増
加
す
る
よ
う
に
な
る
。

ガ
ス
灯
に
は
、
電
灯
と
言
う
強
敵
が
あ

っ
た
。
し
か
し
、
ガ
ス
灯
は

一
般
に
電
灯

よ
り
も
経
費
が
安
く
、
し
か
も
、
電
灯
の
よ
う
に
、
電
圧
不
足
で
明
る
さ
が
低
下
し

た
り
し
ば
し
ば
停
電
し
て
暗
黒
に
な
る
様
な
こ
と
は
な
か

っ
た
。
当
時
の
電
気
事
業

に
は
こ
れ
ら
の
欠
点
が
あ

っ
た
の
で
、
電
灯
と
言
う
強
敵
と
競
争
し
な
が
ら
も
、
ガ

ス
灯
は
着
実
に
需
要
を
増
加
し
て
き
た
。

し
か
し
当
時
の
ガ
ス
器
具
に
は
、
大
き
な
欠
陥
が
あ

っ
た
。
そ
の

一
つ
は
、
当
時

多
く
の
工
業
が
そ
う
で
あ

っ
た
よ
う
に
、
す
べ
て
が
輸
入
品
だ

っ
た
こ
と
だ
。
輸
入

品
だ
か
ら
価
格
が
高

い
。
だ
か
ら
、
少
し
で
も
輸
入
品
を
減
ら
そ
う
と
発
明
に
没
頭

し
た
人
も
い
た
。
こ
の
よ
う
な
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
技
術
不
足
と
西
洋
崇
拝
思

想
の
た
め
に
、
な
か
な
か
和
製
は
使
用
さ
れ
な
か

っ
た
。

以
上
が
明
治
の
ガ
ス
器
具
の
状
態
だ
が
、
灯
具
に
つ
い
て
言
え
ば
、
明
治

に
な

っ

て
も
和
製
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
は
使
用
に
耐
え
な
か

っ
た
。
し
か
し
ガ
ス
マ
ン
ト
ル
は
、

既
に
明
治
三
十
二
年

(
一
八
九
九
)
に
完
成
さ
れ
て
い
る
そ
う
だ
。
次
に
こ
の
こ
と

を
紹
介
し
た

〔明
治
事
物
起
原
〕
の
文
を
挙
げ
る
。

○
瓦
斯

マ
ン
ト
ル
製
造
の
始

理
学
博
士
田
中
正
平
の
考
案

に
て
、
田
中

マ
ン
ト
ル
の
創
製
せ
ら
れ
た
る
は
、

明
治
三
十
二
年
の
暮

に
し
て
、
こ
れ
が
和
製

マ
ン
ト
ル
の
驕
矢

(初
め
)
な
り
。

田
中
氏
は
有
名

の
音
楽
理
論
家
、
而
し
て
瓦
斯

マ
ン
ト
ル
に
成
功
す
。
少
し
く
其
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来
歴
を
記
さ
.・
る
を
得
ざ
る
な
り
。

石
川
県
人

・
源
知
太
郎
と

い
ふ
人
あ
り
。
音
楽

の
科
学
的
神
秘
的
両
説
の
融
合

を
研
究
せ
ん
こ
と
を
志
し
て
上
京
し
、
田
中
氏
の
勤
む
る
日
本
鉄
道
会
社
に
勤
め

し
が
、
音
楽

の
研
究
に
要
す
る
資
金
を
作

る
方
法
を
、
田
中
氏
と
相
談
せ
し
こ
と

あ
り
。

時
は
明
治
三
十
二
年
、
米
国
の
ウ

ェ
ル
ス
バ
ッ
ク
の
マ
ン
ト
ル
の
輸
入
さ
れ
て

よ
り
二

・
三
年
目
な
り
。
そ
の
売
行
の
好

き
に
連
れ
、
独
逸
も
の
も
亦
輸
入
さ
る
。

瓦
斯
会
社
に
て
は
、
此
の
マ
ン
ト
ル
の
効
用
を
広
く
世
人
に
知
ら
し
む
る
為
め
に
、

料
理
屋

・
寄
席

(落
語

・
講
談

・
浪
曲

・
漫
才

・
奇
術

・
声
色
な
ど
を
公
演
す
る

大
衆
的
演
芸
場
)
等
、
人
群
り
す
る
虞

は
勿
論
、
主
な
る
大
通
り
の
街
灯

に
も
之

を
使
用
し
て
其
光
を
示
せ
り
。
何
事
に
も
研
究
好

の
両
氏
は
、
直
ち
に
そ
の
製
作

に
着
手
せ
り
。

当
時
其
材
料
薬
品
等
更
に
知
れ
難
か
り
し
が
、
田
中
氏
は
麻

・
木
綿

・
北
海
道

製
麻
会
社
の
亜
麻

・
舶
来
莫
大
小
の
糸
等

を
以
て
、
種
々
試
験
し
た
れ
ど
も
面
白

か
ら
ず
。
独
逸
の
友
人
に
註
文
し
た
り
し
イ
タ
リ
ヤ

・
ラ
ミ
ー
の
到
着
す
る
に
及

ん
で
、
其
試
験
は
追
々
有
望

に
な
り
、

三
十
二
年
の
暮
遂
に
ラ
ミ
ー
を
以
て
作
り

上
ぐ
。
幸
に
し
て
此

マ
ン
ト
ル
は
成
績
好

く
、
東
京
瓦
斯
会
社
の
買
上
ぐ
る
所
と

為
る
。
実
に
田
中
博
士
考
案

・
助
手
源

氏
の
努
力
に
て
成
れ
る
も
の
な
り
。

博
士
は
更

に
改
良
を
加
へ
、
三
十
四
年

に
ア
ポ

ロ
と
命
名
せ
る
も
の
を
作
り
出

せ
し
が
、
恰
も
米
国
ウ

ェ
ル
ス
バ
ッ
ク
会

社
の
製
品
に
同
名
の
も

の
あ
り
し
か
ば
、

特
許
上
の
訴
訟
を
提
起
さ
れ
た
り
し
が
、
四
十
二
年
遂
に
田
中
博
士

の
勝
訴
に
帰

せ
り
。
源
氏
は
、
浅
草
松
葉
町
に
工
場
を
設
け
、
盛
ん
に
其
製
出
を
営
め
り
。
此

の
ア
ポ
ロ
は
、
東
京
瓦
斯
会
社
に
て
金

星
印
と
し
て
販
売
せ
し
も
の
な
り
。

是
よ
り
先
き
、
田
中

マ
ン
ト

ル
の
完
成
三

・
四
年
後
に
、
大
野

マ
ン
ト
ル
亦
製

出
さ
る
。
大
野
氏
は
名
を
虎
之
助
と

い
ひ
、
京
橋
区
山
下
町
に
電
球
製
造
業
を
営

み
し
が
、
瓦
斯

マ
ン
ト
ル
の
有
望
な
る

に
着
眼
し
、
三
十
六
年
末
よ
り
其
考
案

に

耽
り
、
三
十
七
年

一
月
よ
り
約

一
ヶ
年
間
は
寝
食
を
忘
れ
て
其
試
製
に
従
ひ
、
同

年
末
遂
に
之
を
完
成
す
る
に
至
れ
り
。

田
中
氏
の
マ
ン
ト
ル
は
ラ
ミ
ー
を
原
料
と
し
、
大
野
氏
の
は
棉
糸
を
原
料
と
し
、

且

つ
大
野
氏
の
製
造
機
械
は
、
メ
リ
ヤ
ス
織
器
械
の
外
は
全
部
自
家
の
考
案
に

成
る
新
創
の
器
械
類
を
用
ふ
る
を
特
色
と
せ
り
。
四
十

一
年
遂
に
電
珠
製
造
業
を

廃
し
、
芝
区
白
金
三
光
町
に
株
式
会
社
の
工
場
を
設
け
て
之
に
移
れ
り
。

た
だ
し
こ
の
マ
ン
ト
ル
が
、
福
岡
地
方
で
ど
の
位
使
用
さ
れ
た
の
か
は
知
ら
な

い
。

次
に
明
治
四
十
三
年

二

九

一
〇
)
の
バ
ー
ナ
ー
お
よ
び

マ
ン
ト
ル
の
状
態
に
つ

い
て
、
同
年
九
月

一
日
発
行
の

〔工
業
之
大
日
本
〕
の
記
事
を
引

い
て
説
明
し
よ
う
。

同
文
は
青
木
止
貞
稿
の

一
部
で
あ
る
。

○
内
地
製
の
バ
ー
ナ
ー
は
外
品
と
の
競
争
に
堪
え
ず

バ
ー
ナ
ー
の
製
造
に
就
て
見
る
に
、
襲
に
彼
の
三
平
株
式
会
社
が
、
長
年
月
を

費
し
て
上
向
バ
ー
ナ
ー
を
略
ぼ
完
全

の
作
成
に
近
か
ら
し
め
得
し
も
、
此
の
成
功

を
為
し
た
る
時
は
既
に
此
器
具
の
使
用
は
旧
式
に
属
し
顧
み
る
も
の
な
き
の
有
様

と
な
り
た
る
位
変
遷
の
盛
な
る
も
の
に
し
て
、
今
瓦
斯
器
具
の
改
良
と
共

に
最
も

多
く
使
用
さ
る

・
下
向
バ
ー
ナ
ー
に
至
り
て
は
、
其
代
価
低
廉
な
る
も
瓦
斯
消
費

量
の
多
大
な
る
が
為
め
殆
ん
ど
使
用
す
べ
か
ら
ず
。
尚
此
先
数
年
を
此
改
良
に
費

し
て
、
初
め
て
外
国
製
に
匹
敵
す
べ
き
も
の
を
作
り
出
し
得
る
の
み
。
故

に
本
会

社
に
於

て
果
し
て
能
く

一
挙
外
国
製
以
上
の
も
の
を
製
出
し
得
る
や
否
、
こ
れ
亦

た
大
な
る
疑
問
で
あ
る
。

○
マ
ン
ト
ル
の
製
造
は
尚
ほ
困
難

に
し
て
収
益
少
な
し

マ
ン
ト
ル
の
製
造
は
是
れ
亦
た
小
資
本
を
以
て
事
業
を
開
始
し
得
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
現
に
稲
畑
勝
太
郎
氏

の
如
き
、
独
力
を
以
て
之
れ
が
製
造
に
従
事
し
、

東
京

の
大
野
商
店
亦
た
之
れ
に
製
造
着
手
し
て
居
る
。
耐
て
三
者
共
晦
ぼ
外
国
製

品
に
近
き
も
の
を
得

つ
・
あ
る
も
、
其
原
料
た
る
や
依
然
と
し
て
外
国
よ
り
輸
入

し
、
唯
だ
之
れ
が
製
作
を
為
し
得
る
の
み
で
あ
る
。

(中
略
)

稲
畑
氏
の

マ
ン
ト
ル
製
造
業
を
企

つ
る
や
、
大
阪
高
等
工
業
学
校
出
身
の
中
村
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茂
氏
を
三
年
間
独
仏
に
派
遣
し
、
氏
は
職

工
と
な
り
て
実
際
を
研
究
し
、
尚
稲
畑

氏
が
仏
国
に
於
け
る
関
係
よ
り
同
国
の

マ
ン
ト
ル
製
造
所
技
師
を
顧
問
と
し
、
且

つ
原
料
器
械
の

一
切
を
同
国
よ
り
輸
入
し
て
、
初
め
て
日
本

に
於
て
此
事
業
を
開

始
し
た
も
の
で
あ
る
。

(以
下
略
)

な
お
参
考
の
た
め
、
明
治
末
の
日
本
で
、
輸
入
に
頼

っ
て
い
た
も
の
と
自
給
で
き

た
も
の
と
に
分
け
て
、
筆
者
の
知
識
の
範
囲
で
そ
の
品
物
を
挙
げ

て
お
こ
う
。

▲
輸
入

製
造
機
械

一
式

(
明
治
四
〇
年

こ
ろ
ま
で
は

一
切
輸
入
)、
ガ

ラ
ス
、
計
量
器

(明
治
四

一
～
二
年
こ
ろ
ま
で
は
灯
用

・
熱
用
の
二
個
が

い
っ
た
)、
バ
ー
ナ
i
、接

手
類
、
ガ
ス
工
業
用
工
旦
ハ.
空
気
ガ
ス
器
械

▲
自
給

耐
火
煉
瓦
、
鋳
鉄
管
、
鉛
管
、

マ
ン
ト
ル

(原
料
は
輸
入
)

し
か
も
輸
入
品
で
あ

っ
て
も
そ
の
性
能
は
不
完
全
で
、
し
た
が

っ
て
年
中
新
製
品

が
出
て
い
る
と
い
う
状
態
だ

っ
た
。
た
と
え
ば
、
明
治
四
十
三
年
の
瓦
斯

メ
ー
ト
ル

に
つ
い
て

〔工
業
之
大
日
本
〕
明
治
四
三
、
五
、

一
号
に
次
の

ニ
ュ
ー
ス
が
あ
る
。

◎
瓦
斯
メ
ー
ト
ル
の
取
締

近
時
電
灯
の
料
金
及
び
光
力
の
問
題
は
頗
る
世
上
の

注
意
を
惹
く
に
至
り
し
が
、
同
じ
く
灯
火

用
に
供
す
る
瓦
斯

に
関
し
て
も
不
平
の

声
を
聞
く
こ
と
淳
り
な
り
。
是
れ
全
く
消

費
量
を
検
量
す

べ
き
メ
ー
ト
ル
の
不
完

全
な
る
が
為
に
し
て
、
時
に
は
非
常
な
る
安
価
と
な
り
又
時
に
は
法
外
の
高
価
と

な
る
こ
と
珍
ら
し
か
ら
ず
。
而
も
メ
ー
ト
ル
の
計
算
方
法
は
需
用
家
に
於
て
知
ら

ざ
る
が
故

に
、
不
審
な
が
ら
も
渋

々
料
金
を
支
払
ふ
者
多
し
。
電
気
に
す
ら
測
定

法
の
制
定
を
見
た
る
今
日
、
度
量
衝
法
に
依

る
瓦
斯

メ
ー
ト
ル
の
如
き
は
、
厳

重
な
る
取
締
を
為
さ
ざ
れ
ば
需
用
家

の
迷
惑
少
か
ら
ず
。
(四
月
廿

一
日
)

メ
ー
ト
ル
が
読
み
取
り
や
価
格
計
算
に
不
便
だ
っ
た
の
で
、
自
働
的
標
示
機
構
が

発
明
さ
れ
、
明
治
四
十

一
年
十

一
月
十
三
日
出
願
、
同
四
十
三
年

一
月
二
十

一
日

・

特
許
第

一
七
五
三
二
号
の
特
許
を
得
て
い
る
が
、
発
明
者
は
米
人
リ
チ
ャ
ー
ド

・
ウ

イ
リ
ア
ム

・
ガ
ラ
ガ
ー
だ

っ
た
。
そ
の
構
造
は
、
ご
く
簡
単
に
言
う
と
、
「ガ

ス

お

よ
び
電
気
等
の
メ
ー
ト
ル
に
使
用
し
、
そ
の
消
費
量
と
価
格
を
自
動
的
に
紙
面
に
記

録
す
る
も
の
。
」
〔特
許
発
明
明
細
書
、
明
治
四
十
三
年
第

四
号
〕。
だ
が
、
ど

の
程

度
使
用
さ
れ
た
か
は
知
ら
な

い
。

ガ
ス
器
具
に
関
す
る
欠
陥
の
第
二
は
、
標
準
化
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
だ

っ
た
。

機
械
器
具
の
変
化
が
早
か

っ
た
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
だ
が
、
そ
の
上
に
ほ
と
ん

ど
の
会
社
が
、
色
色
な
国
の
多
く
の
会
社
か
ら
無
定
見
に
買
い
入
れ
た
の
で
、
そ
の

混
雑
ぶ
り
は
ひ
ど

い
も
の
だ

っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
の
カ
ー
ル

・
フ

ラ
ン
ケ

(
C
a
r
l
 
F
r
a
n
c
k
e
.
B
r
e
m
e
n
.

)
日
本
支
社

・
青
木
止
貞
は
、
「
工
業

之
大

日
本
〕
明
治
四
三
、

一
〇
、

一
号
で
、
「瓦
斯
器
具

の
統

一
は
瓦
斯
事
業
勃
興
の
今

日
に
於
け
る
最
大
急
務
な
り
」
と
題
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

○
瓦
斯
器
具
の
無
定
見
輸
入
と
其
弊
害

近
年
瓦
斯
事
業
の
勃
興
と
共
に
、
研
究
を
要
す
る
問
題
が
沢
山
あ
る
。
就
中
器

具
の
問
題
は
尤
も
重
大
で
、
他

の
瓦
斯
製
出
機
械
な
り
清
浄
機
械
な
ど
よ
り
は
も

っ
と
多

く
、
事
業
経
営

の
上
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
此
問
題

は
、
今
日
ま
で
全
く
等
閑
に
付
せ
ら
れ
て
居
た
。
日
本
内
地
に
於
け
る
器
具
の
製

作
が
発
達

せ
ざ
り
し
為
め
、
此
器
具
製
造
の
上
に
歴
史
的
の
発
達
を
見
る
事
が
出

来
な
か

っ
た
の
が
、
第

一
の
源
因
で
あ
る
と
思
ふ
。

東
京
瓦
斯
会
社
が
、
附
属
試
験
所
を
設
け
て
瓦
斯
器
具
の
試
験
を
な
し
、
又
改

良
発
明
に
腐
心
し
て
居
た
事
は
、
誰
れ
も
能
く
承
知
し
て
居
る
慮
で
あ
る
が
、
惜

む
べ
き
事
に
は
、
是
は
単
に
技
術
上

の
試
験
で
、
其
試
験
の
結
果
を
会
社
経
営
の

上
に
充
分
広
用
す
る
の
機
会
と
連
絡
を
与

へ
な
か

っ
た
の
は
誠

に
残
念
だ
。

即
ち
、
或
る
器
具
販
売
業
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
る
器
具
の
或
物
を
採

っ
て
、
其

瓦
斯
消
費
量
が

一
時
間
何
程
で
あ
る
と
か
、
取
扱
ひ
の
難
易
は
何
ら
と
か
耐
火
程

度
と
か
、

い
ふ
事
を
研
究
す
る
の
で
、
若
し
此
等
の
試
験
を
通
過
す
れ
ば
後
は
直

段
の
高
下
に
依
て
何
れ
で
も
採
用
さ
れ
る
。
其
れ
故
多
数

の
合
格
者
が
、
相
当
に

買
上
げ

て
貰
ふ
。
会
社
は
ド
シ
く

是
れ
を
需
要
家
に
供
給
す
る
。
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斯
う
な
る
と
次
に
来
る
の
は
、
予
備
品

と
部
分
品
の
問
題
だ
。

一
度
市
場
に
売

出
し
た
以
上
は
、
会
社
は
其
の
器
具
に
対

し
予
備
品
と
部
分
品
と
を
貯
蔵
し
て
、

其
需
要
に
応
ず
る
義
務
が
あ
る
。
此
各
種

の
器
具
に
対
す
る
予
備
品
と
部
分
品
の

整
理
充
実
は
中
々
大
事
業

で
、
従
て
器
具

の
混
乱
を
来
た
し
、
経
費
の
増
大

・
資

本

の
固
定

・
破
損
品
の
償
却
等
種

々
な
る
困
難

に
逢
遇
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
余
は
之

れ
を
称
し
て
瓦
斯
器
具

の
無
定
見
輸
入
と

い
ふ
。
其
甚
だ
し
き
に
至
り
て
は
、
欧

米
市
場
に
於

て
、
既
に
旧
式
に
属
し
た
器
具
が
、
堂
々
た
る
会
社
に
於

て
新
輸
入

品
と
し
て
採
用
さ
れ
る
。
又
製
造
所
が
破
産
す
る
と
か
販
売
店
が
廃
業
す
る
と
か

い
ふ
場
合
に
、
其
整
理
に
属
す
る
も
の
や
投
売
り
も
の
が
輸
入
商
人
の
手
に
依
り

て
供
給
さ
れ
る
。
然
る
に
経
営
者
は
、
粗
漏
に
も
是
等
に
付

て
研
究
す
る
事
な
く
、

只
格
安
の
直
段
に
眼
が
眩
ん
で
寧
ろ
手
柄
顔
に
買
取

っ
て
、
需
要
家
に
供
給
す
る
。

後

に
な

っ
て
、
予
備
品
は
無
論
部
分
品
さ

へ
買
入
れ
が
出
来
な

い
事
に
な
る
。
是

れ
単
に
会
社
が
損
害
を
蒙

る
の
み
な
ら
ず

、
需
要
家
が
迷
惑
を
す
る
。

○
瓦
斯
器
具
の
統

一
と
其
の
撰
択
方
法

然
ら
ば
是
れ
を
救
済
す
る
に
は
如
何
に
す
る
か
と

い
ふ
に
、
無
論
厳
重
な
る
試

験
を
以
て
器
具
の
撰
択
を
な
し
、
其
結
果

に
依
り
其
中
よ
り
ロ
バ
一
種
を
採
用
し
て
、

之
れ
を
需
要
家
に
供
給
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
器
具
の
統

一
で
あ
る
。

若
し
日
本

に
於
て
今
日
ま
で
に
瓦
斯
器
具
の
製
造
が
歴
史
的
に
発
達
し
て
居
た

な
ら
ば
、
無
論
優
勝
劣
敗
と
か
自
然
淘
汰

の
関
係
上
此
問
題
は
容
易
に
解
決
出
来

る
の
で
あ
る
が
、
併
し
今
日
に
於

て
或
は
今
後
尚
数
年
間
に
若
し
く
は
そ
れ
以
上

の
年
限
に
於

て
、
完
全
な
る
瓦
斯
器
具
が
製
造
し
得
ら
れ
ぬ
と
す
れ
ば
、
欧
米
各

国
よ
り
の
種
々
な
る
輸
入
品
に
対
し
て
、
尤
も
卓
越
せ
る
も
の
を
撰
択
し
、
之
を

需
要
家

に
供
給
す
る
の
は
、
瓦
斯
事
業
経
営
者
の
当
然
の
義
務
で
、
又
大
な
る
利

益
で
あ
る
。
相
同
じ
き
功
果
あ
る
数
種
の
器
具
を
提
供
し
て
、
其
撰
択
を
需
要
家

に
任
す
る
如
き
は
、
尤
公
平
な
る
が
如
く

に
し
て
実
は
甚
拙
劣
な
る
策
で
あ
る
。

進
ん
で
其
中
の

一
つ
を
採
り
、
絶
対
の
青
ハ任
を
以
て
之
を
推
薦
す
る
に
強
く
は
な

い
.、
経
験
な
き
需
要
者
を
し
て
撰
択
せ
し
む
る
必
要
は

一
つ
も
な

い
。

○
器
具
統

一
よ
り
来
る
種
々
の
利
益

全
じ
点
灯
業
に
し
て
も
、
電
灯

に
於
け
る
電
球
は
殆
ん
ど
只

一
種

に
し
て
、
其

択
取
扱
共
尤
簡
易
で
あ
る
。
之
れ
に
対
し
て
瓦
斯
灯
は
常

に
比
較
の
焼
点
と
な
る
。

勿
論
電
気
と
瓦
斯
の
性
質
其
他
に
於

て
本
来
相
違
の
点
が
あ

っ
て
、
其
得
失
は
俄

か
に
断
定
す
る
事
は
出
来
な
く
と
も
、
素
人
を
し
て
如
何
に
も
繁
雑
で
面
倒
で
あ

る
事
を
想
像
せ
し
む
る
に
難
く
な

い
。
是
れ
が
瓦
斯
事
業
経
営
者
を
し
て
常
に
幾

分
の
損
を
感
ぜ
し
む
る
盧
で
あ
る
。
而
し
て
、
之
れ
に
因
り
て
来
る
大
な
る
源
因

は
、
灯
具
の
種
類
の
雑
多
な
事
だ
。

統

一
よ
り
来
る
利
益
は
種
々
な
る
も
、
今
是
れ
を
列
記
し
て
説
明
の
繁
を
避
け

や
う
と
思
ふ
。

日
帳
簿
整
理
の
簡
易

口
在
庫
品
整
理
の
簡
易

口
予
備
品
充
実
の
簡
易

四
売
残
り
品
な
き
こ
と

五

一
種
類

の
器
具
を
多
数
購
入
す
る
時
に
於
け
る
代

価

の
低
廉

因
器
具
の

一
手
販
売
よ
り
来
る
利
益

㈲
器
具
販
売
商
人
の
粗
悪

品
販
売
よ
り
来

る
瓦
斯
勢
価
の
損
傷
を
防
ぐ

σ9
器
具
取
付

に
付
て
需
要
家
が

為
す
撰
択
の
手
数
料
省
略

㈲
破
損
の
時
付
替
補
給
に
対
す
る
簡
易

㈲
器
具

係
員
の
経
済

等
殆
ん
ど
枚
挙

に
逞
あ
ら
ざ
る
ほ
ど
で
あ
る
。

○
予
の
説
に
対
す
る
反
対
の
声

(略
)

○
京
都
瓦
斯
会
社

の
器
具
統

一

京
都
瓦
斯
会
社
は
、
日
本
に
於
て
此
器
具
統

一
を
実
行
し
た
模
範
的
の
も
の
で

あ
ろ
う
。
然
る
に
或
る
人
は
此
会
社
が
市
中

に
供
給
し
て
居
る
器
具
を
見
て
、
「粗

末
だ
か
ら
引
立
た
な
い
。
」
と

い
ふ
論
断
を
下
し
た
。

然
り
、
此
の
会
社
は
ロ
バ
二
種

の
ラ
ン
プ
を
使
用
す
る
計
り
だ
。
故

に
実
際
に
於

て
見
す
ぼ
ら
し

い
か
も
し
れ
ん
。
併
し
瓦
斯
事
業
本
来
の
主
義
に
何
等

の
変
化
を

来
さ
な
い
。
外
面
よ
り
見
た
る
瓦
斯
器
具
の
美
醜
に
依
て
瓦
斯
事
業
の
盛
哀
を
ト

す
る
事
は
出
来
な

い
。
況
ん
や
壮
麗
華
美
な
る
装
飾
的
灯
具
を
売
付
け
ん
と
し
て

種
々
な
る
手
段
を
弄
す
る
問
に
、
実
用
的
に
し
て
堅
実
な
る
瓦
斯
を
売
る
事
は
、
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瓦
斯
会
社
本
来
の
性
質
と
し
て
尤
も
必
要

だ
。
若
し
需
要
者
が
争
ふ
て
美
麗
な
る

器
具
を
買
ふ
て
、
店
頭
室
内

に
美
観
を
添

へ
ん
と
す
る
時
代
が
来
れ
ば
、
瓦
斯
事

業

の
黄
金
時
代
で
、
統

一
に
付
て
も
多
く
言
を
要
せ
な
い
。

な
お
、
カ
ー
ル
フ
ラ
ン
ケ
製
造
所
に
つ
い
て
は
、

〔同
紙
〕
明
治
四
三
、
九
、

一

号

に
広
告
が
出
て

い
る
の
で
、
参
考
の
た
め

の
紹
介
し
て
お
こ
う
。

CARL FRANCKE, BREMEN.
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ガ

ス

エ

ン
ジ

ン
と

言

っ
て

も

、

何

も

石

炭

ガ

ス

に

限

っ
た

訳

で

は

な

く

、

木

炭

.

薪

や

石

油

ガ

ス

・
天

然

ガ

ス
も

あ

っ
た

。

石

油

ガ

ス
は

、

主

と

し

て

列
車

.
漁

船

に

使

用

さ

れ

て

い
る

(参

照

、

拙

稿

、

明

治

期

福

岡

地

方

石

油

史

二

、・
因

船

舶

用

と

機

関

車

1ー
エ
ネ
ル
ギ
ー

史

研

究

ノ

ー

ト

N

O

.

5

所

収

。

そ

の

う

ち

漁

船

用

は

、

原

料
を
石
炭
か
ら
石
油
に
切
り
替
え
る
こ
と
も
容
易
だ

っ
た
ら
し
い
。

本
稿
は
ガ
ス
事
業
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
の
で
、
ガ
ス
会
社
か
ら
引
用
す
る
も
の

だ
け
に
つ
い
て
述
べ
る
べ
き
な
の
だ
が
、
相
互
の
関
連
も
あ
り
、
ガ
ス
を
原
料
と
す

る
す
べ
て
の
エ
ン
ジ
ン
に
つ
い
て
述

べ
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
東
京
瓦
斯
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
同
社
の
ガ
ス
を
使
用
す
る
エ
ン
ジ
ン
台

数
は
、
明
治
十
八
年
十
月

(○
)

・
三
十

一
年
九
月

二

〇
八
)

二
二
十
三
年
十
月

(二
八

一
)

・
四
十
二
年
六
月

(九

一
五
)
と
、
ガ
ス
灯
と
あ
ま
り
変
ら
な
い
ス
ピ

ー
ド
で
増
加
し
て
き
て
い
る

(参
照
、
四
項
)。
こ
れ

に
反
し
博
多
瓦
斯
で
は
、
明

治
四
十
五
年
上
期
に
な

っ
て
も
、
引
用
エ
ン
ジ

ン
数
は
十
台
に
す
ぎ
な

い
。
こ
の
様

に
、
中
央
工
業
都
市
と
地
方
商
業
都
市
と
で
は
そ
の
伸
び
に
大
き
な
差
が
あ

っ
た
。

博
多
瓦
斯

の
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
は
、
大
隈
活
版
所

・
煙
草
専
売
局
福
岡
煙
草
製
造
所

な
ど
が
使
用
し
て
い
る
。
専
売
局
は
明
治
三
十
九
年

、
一
九
〇
六
)
夏
ご
ろ
使
用
を

始
め
て
い
る
が
、
そ
れ
ま
で
全
国
の
煙
草
製
造
所
で
は
、
主
と
し
て
人
力
に
た
よ
り

一
部
電
力
を
使
用
し
て
い
る
程
度
で
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
動
力
化
を
始
め
て
い
る
よ
う

だ
。
し
か
し
福
岡
以
外
の
製
造
所
で
は
、
電
力
を
使
用
し
て
い
て
、
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン

を
採
用
し
た
所
は
少
な

い
よ
う
だ
。

以
上
の
よ
う

に
福
岡
地
方
で
は
、
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
と
言

っ
て
も
ガ
ス
会
社
か
ら
配

管
す
る
例
は
少
な
く

(ガ
ス
会
社
も
少
な
か

っ
た
。
)
、
ほ
と
ん
ど
自
家
ガ
ス
発
生
機

を
据
え
付
け
て
い
る
よ
う
だ
。

ガ
ス
エ
ン
ジ

ン
は
、
最
初
の
間
圧
迫
式

(送
り
込
み
式
ー1
並
日通
式
)
だ
け
だ

っ
た

が
、
明
治
末
に
な

っ
て
吸
込
み
式

(吸
入
式
)
が
発
明
さ
れ
著
し
く
効
率
を
向
上
し

た
。
普
通
、
ガ
ス
発
生
炉
に
は
コ
ー
ク
ス
や
無
煙
炭
か
木
炭
を
使
用
し
た
が
、
英
国

ク
ロ
ツ
ス
レ
ー
社
が
有
煙
炭
を
も
使
用
で
き
る
タ
ー
ル
除
去
装
置
を
発
明
し
て
い
る
。

日
本

で
使
用
し
た
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
に
は
、
ド
イ
ツ

製
や
英
国
の
タ
ン
ギ
ー
社
お
よ

び
ク
ロ
ッ
ス
レ
ー
社
製
な
ど
が
あ

っ
た
。
以
下
英

ク
ロ
ッ
ス
レ
ー
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
に

つ
い
て
、
〔工
業
之
大
日
本
〕
明
治
四
三
、
二
、

一
号

(上
西
威
筆
)
の
文
か
ら
、
ど

の
よ
う
な
も
の
か
を
見
て
み
よ
う
。
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最
近
工
業
界
に
於
け
る
原
動
機
関
の
進
歩
は
浸
々
と
し
て
止
ま
ず
。
就
中
工
業

家
の
耳
目
を
甕
動

せ
し
め
つ

・
あ
る
は
、
瓦
斯
発
生
機
関
な
り
と
す
。

抑
も
瓦
斯
機
関
の
此
の
如
く
工
業
界
の
耳
目
を
集
中
し

つ
・
あ
る
は
、
其
原
因

多
々
あ
る
べ
し
と
錐
も
、
主
と
し
て
他
の
原
動
機
に
比
し
て
其
の
熱
量

の
利
用
遥

に
高
き
を
致
し
、
従

っ
て
燃
料

の
非
常
に
経
済
的
な
る
に
あ
り
。
即
ち
善
良
な
る

瓦
斯
装
置
に
於
け
る
功
率
は
凡
そ
百
分
の
九
十
な
る
こ
と
を
立
讃
し
た
り
。
換
言

せ
ば
、
燃
料
を
瓦
斯
に
変
ず
る
経
過
中
に
燃
焼
の
熱
度
は
損
失
に
帰
す
る
も
の
僅

か
に
百
分
の
十
に
過
ぎ
ず
。
此
の
如
く
蒸
汽
機
関
等
に
比
し
非
常
に
有
利
経
済
な

る
が
故
に
、
到
る
慮
此
を
燃
焼
機
関
に
利

用
し
、
発
電
用
及
諸
他

の
動
力
用
と
し

て
殆
ど
他
の

一
切
の
動
力
機
関
を
圧
す
る

に
至
れ
り
。

瓦
斯
発
生
装
置
は
、
其
使
用
す
る
燃
料

に
由
り
て
各
其
構
造
を
異

に
す
。
現
今

全
機
関
製
造
者
と
し
て
世
界
に
有
名
な
る
英
国

マ
ン
チ

ェ
ス
タ
ー
市

ク
ロ
ツ
ス
レ

ー
会
社
の
ご
と
く
、
已
に
瓦
斯

コ
ー
ク
ス
用

・
無
煙
炭
及
木
炭

・
木
屑
及
木
片
用

及
有
煙
炭
等
を
使
用
し
得
べ
き
全
社
製
品
の
み
に
し
て
、
数
多

の
瓦
斯
機
関
を
製

作
し
、
最
近
数
年
間
に
各
地
に
据
付
け
、
運
転
全
量
約
六
十
万
馬
力
を
鐙
ゆ
。
間

断
な
く
製
作

に
従
事
す
る
も
、
篠
其
頻
々
た
る
注
文

に
応
ず
る
鰹
は
ざ
る
景
況

に

あ
り
。
蒸
汽
機
関
は
陸
続
排
斥

せ
ら
れ
、
其
製
作
者
等
す
ら
A
7
や
瓦
斯
発
生
機
製

造
に
従
事
す
る
も
の
少
か
ら
ず
。
瓦
斯
発
生
機
に
瓦
斯

エ
ン
ジ

ン
を
併
用
し
て
諸

他
の
動
力
用
に
使
用
せ
る
場
合
、
全
荷
重
自
墾
四
分
の
三
荷
重
の
下
に
燃
料
の
消

費

量

は

、

ク

ロ

ツ

ス

レ

ー

社

の

讃

明

に
よ

れ

ば

、

一
実

効

馬

力

一
時

間

に

瓦

斯

コ

ー
ク
ス
を
使
桐
す
る
際
約

一
封
度
弱
を
超
過
せ
ず
、
有
煙
炭
に
榔

て
約

一
封
度
二

い

カ

(

層、

と

亀

を
出
で
ず
。
斯

の
如
き
は
、
蒸
汽
の
装
置
に
旅
て
殉
ど
夢
想
だ
も
な
し
籐
は
ざ
る

所
な
り
。

瓦
斯
機
関
は
其
使
用
の
燃
料
の
相
異
に
由
り
、
大
別
し
て
吸
込
式
及
圧
迫
式
の

二
種
と
す
。
吸
込
式
に
在
り
て
は
概
ね

コ
ー
ク
ス

・
無
煙
炭
及
木
炭
を
使
用
す
る

も
の
に
し
て
、
特
に
簡
単
な
る
木
脂
抽
出
器
を
装
置
し
て
鑑
胤
照
は
木
片
を
使
用

す
る
も
の
あ
り
。
其
の
形
は
小
は
五

・
六
馬
力
よ
り
大
は
二
千
馬
力

に
至
る
。
雌

式
に
於
て
は
、
装
置
の
構
造
極
め
て
簡
単
に
し
て
、
唯
だ

一
個
発
生
炉
及

一
個
の

清
浄
器
を
備
ふ
る
の
み
に
し
て
、
瓦
斯
は

エ
ン
ジ
ン
卿
子
の
往
復
動
に
由
り
円
静

内

に
生
ぜ
る
真
空
作
用
よ
り
生
ぜ
る
吸
引
作
用
に
由
り
発
璽
す
る
も
の
に
し
て
、

繁

の
焼

的
作
用
を
要
せ
ず
。
欺
の
如
く
其
の
作
姦

ど
自
働
的
に
し
て
・
取

扱
の
簡
単
殆
ど
予
想
外
な
り
。

有
煙
石
炭
使
用
の
瓦
斯
発
生
機

に
至
り
て
は
、
同
炭
よ
り
焼
焼
中
に
出
つ
る
コ

ー
ル
タ
ー
ル
よ
り
生
ず
る
困
難
を
除
か
ん
為
め
、
幾
多
の
発
明
家
の
心
血
を
灘
ぎ

て
此
が
排
除
法
に
腐
心
せ
し
も
、
独
り
前
記
ク
ロ
ッ
ス
レ
ー
社
を
除
き
て
は
完
全

に
其
目
的
を
達
せ
し
も
の
あ
ら
ざ
り
き
。

同
社
は
非
常
の
苦
心
を
重
ね
尭

に

一
の
工
夫
を
用
ひ
て
タ
ー
ル
除
去
装
置
を
発

明
し
、
満
足
な
る
結
果
を
得
た
り
。
即
ち
瓦
斯
発
生
炉
と
機
関
と
の
間
に
同
社
特

許
遠
心
タ
ー
ル
排
除
器
を
据
え
、
左
の
如
く
ヴ

ァ
ル
ヴ
に
附
着
せ
る
タ
ー
ル
に
基

因
せ
る

一
切

の
障
害
を
除
去
す
る
こ
と
を
謹
明
せ
り
。
沈
澱
性
の
炭
水
素
は
発
生
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炉
中
に
て
蒸
溜
し
、
洗
條
器
及
タ
ー
ル
排
除
器
等
の
有
効
な
る
作
用
に
由
り
て
完

全
に
分
離
さ
れ
、
純
清
な
る
瓦
斯
を
得
る

に
至
れ
り
。
是
れ

一
に
同
社
の
百
折
不

挑

(不
屈
)
の
研
究
に
由

て
生
ぜ
る
賜
な
り
。

石
炭
の
工
業
上
に
於
け
る
や
、
穀
物
の
人
類
に
於
け
る
に
均
し
。
石
炭
は
工
業

の
生
命
な
り
。
是
な
く
ん
ば
即
ち
滅
亡
を
免
る
べ
か
ら
ず
。
而
も
燃
料
の
需
要
日

に
月
に
増
加
し
、
限
り
あ
る
も
の
を
以
て
限
り
な
き
需
要
に
応
ぜ
ん
と
す
。
勢
ひ

一
層
之
を
善
用
し
て
効
果
多
か
ら
し
め
、

以
て
経
済
を
計
る
は
吾
人
に
取
り
て
実

に
急
務
に
属
す
。
此

の
目
的
を
達
す
る
為

に
瓦
斯
発
生
機
は
最
も
有
力
な
る
利
益

を
吾
人
に
附
与
し
つ

・
あ
り
。
燃
料
経
済

に
於
て
、
蒸
汽
力
な
ら
ば
少
く
も

一
時

間

一
馬
力
三
乃
至
四
封
度
を
要
す
る
に
、

瓦
斯
力
な
ら
ば
僅
に

一
封
度
を
要
す
る

ず
過
ぎ
ず
。
是
れ
決
し
て
架
空
の
説
に
あ

ら
ず
し
て
、
既
成
の
事
実
な
り
。

に
瓦
斯
発
生
機
は
已
に
前
述
の
如
く
進
歩

改
良
を
遂
げ
、
其
有
利
経
済
な
る
こ
と

を
認
識
さ
れ
、
今
や
動
力
用
と
し
て
将
た

(そ
の
上
に
ま
た
)
発
電
用
と
し
て
、

到
る
所
に
好
成
績
を
挙
げ

つ

・
あ
り
。

(中
略
)

要
す
る
に
燃
料

の
極
め
て
少
量
な
る
、
取
扱
の
簡
便

・
製
造
費
用
の
廉
な
る
等

に
由
り
、
瓦
斯
発
生
機
の
声
価
隆
々
と
し

て
非
常
の
速
度
を
以
て
世
界
に
流
布
賞

用
せ
ら
る

・
に
至
り
、
我
国
に
も
近
時
続

々
輸
入
せ
ら
る

・
に
至
れ
り
。

瓦
斯
発
生
機
に
も
諸
種

の
形
式
あ
り
と
錐
も
、
英
独
製
の
者
最
も
広
く
用
ひ
ら

れ
、
特
に
英
国
製
に
在
り
て
は
ク
ロ
ツ
ス
レ
ー
会
社
の
製
品
を
以
て
最
と
す
べ
し
。

同
社
は
多
年
多
数
の
学
者
技
術
者
が
本
問
題
に
就
き
研
究
せ
る
結
果
を
取
り
、

先
登
第

一
に
此
を
製
作
し
、
商
品
と
し
て
市
場
に
紹
介
し
、
引
続
き
千
辛
万
苦
今

日
の
声
誉
を
博
す
る
に
至
り
し
者
に
し
て
、
朝
近

(最
近
)
我
国

に
輸
入
せ
ら
れ

た
る
物
の
中
重
な
る
左
記
は
、
総
て
同
社

の
製
作

に
係
る
者
な
り
。

●
下
野
紡
績
会
社
、
王
子
工
場
。
発
生
機
、
八
百
馬
力
。
発
動
機
、
七
百
馬
力
。

●
同
社
、
栗
橋
工
場
。
発
生
機
、
三
百
五
十
馬
力
。
発
動
機
三
百
馬
力

●
上
毛
モ
ス
リ
ン
会
社

(有
煙
炭
用
)
。
発
生
機
、
七
百
馬
力
。
発
動
機
、
六

百
五
十
馬
力
。

下
野
紡
績
会
社
の
機
関
は
、
已
に
好
成
績
を
以
て
試
運
転
を
経
、
引
続
き
大
な
る

満
足
を
同
社
に
与

へ
つ

・
あ
り
。
後
者
は
最
近
試
運
転
を
行
ひ
、
是
又
予
期
以
上

の
成
績
を
挙
げ
た
り
。

(以
下
略
)

な
お
、
和
製
と
し
て
は
、
大
阪
市
西
区
本
田
町
通
二
丁
目
八
十
三
番
地
、
桝
田
鉄

工
所
な
ど
も
、
吸
入
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
を
製
作
し
て
い
る
が
、
性
能
が
劣

っ
て
い
た
た

め
か
、
あ
る

い
は
舶
来
崇
拝
思
想
の
た
め
か
、
あ
ま
り
使
用
さ
れ
て
は
い
な

い
よ
う

だ
。こ

の
よ
う
に

一
時
は
優
勢
だ

っ
た
ガ
ス
エ
ン
ジ

ン
も
、
エ
ン
ジ

ン
価
格
が
高
か

っ

た
上
に
使
用
に
不
便
だ

っ
た
た
め
に
、
大
正

に
入
る
と
次
第
に
そ
の
地
位
を
電
気

モ

ー
タ
ー
お
よ
び
石
油
発
動
機
に
奪
わ
れ
て
ゆ
く
。
し
か
し
、
石
油
発
動
機
に
比

べ
る

と
、
完
全
燃
焼
す
る
の
で
、
効
率
が
良
く
維
持
費
が
安
か

っ
た
の
で
、
昭
和
に
入

っ

て
も
し
ば
ら
く
は
、
侮
り
難

い
勢
力
を
持

っ
て
い
た
よ
う
だ
。

(完

)
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